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雨の強さと降り方、災害発生の目安

大雨の際の危険箇所

●自宅編

●外出編

台所では…

まずはテーブルなどの下に入
って身を守り、揺れがおさま
ってから火を消しましょう。

寝室では…

ベッドの下に入るか､布団や
枕で頭を守り家具が倒れて
こないところで身を伏せま
しょう｡

浴室では…

あわてて飛びださず､ドアを
開けて出口を確保しましょ
う。

家の周囲では…

屋根からの瓦や窓ガラスの
破片など落下物に注意しま
しょう。

電車・バスの中では…

姿勢を低くして頭部をカバン
などで保護します。

エレベーターでは…

全ての階のボタンを押し､最
初に止まった階でおります。
動かない時は非常用連絡ボタ
ンを押します。

トイレでは…

比較的安全な場所と言われ
ていますが、ドアを開けて
出口を確保しましょう。

山・丘陵地では…

まずは、落石から身を守り
ましょう。崖や急傾斜地な
どから、できるだけ離れま
しょう｡

職場では…

ＯＡ機器やキャビネットなど
から離れ、頭部を保護して机
の下にもぐりましょう。

デパート・スーパーでは…

バッグや買い物かごなどで
頭部を保護し､ショーケース
から離れます。係員の指示
に従います。

学校・塾では…

教室では机の下などに隠れま
す。体育館や運動場では真ん
中に集まってしゃがみます｡

地下街では…

バッグなどで頭部を保護しま
す。停電になっても非常灯が
つくまで動かないようにしま
す。

１. まずは自分の身を
　 守りましょう

丈夫な机やテーブルの
下にもぐり、脚を持っ
て揺れがおさまるのを
待ちましょう。

3. 家具や棚から離れる

タンスやテレビが転倒
し、負傷しないために
離れる。事前に転倒防
止措置をしておく。

２. すばやく火の始末を

揺れが激しい時に
は無理をしない。

４. 窓や扉を開けて
出口を確保

余震によりドアが
ゆがんだりして開
かなくなるため。

５.あわてて家の外に
飛び出さない

瓦やガラスなど
の落下物による
負傷をさけるた
め。

６.門や塀 自動販売機
には近寄らない

門や塀などが倒れ
てくる危険がある
ため。

●地震が起こったときの行動 グラッときたら、まずは自分の身を守る…

地震発生、その時どうする？

地  震地  震地  震 風水害風水害風水害

１時間雨量
（mm） 10以上～20未満 20以上～30未満 30以上～50未満 50以上～80未満 80以上～

予報単語 やや強い雨 強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨
人の受ける
イメージ ザーザーと降る どしゃ降り バケツをひっくり返した

ように降る
滝のように降る
（ゴーゴーと降り続く）

息苦しくなるような圧迫
感があり、恐怖を感ずる

人への影響 地面からの跳ね返りで
足元がぬれる

屋内（木造
住宅を想定）

雨の音で話し声がよく
聞き取れない

屋外の様子 道路が川のようになる

車に乗って
いて

ワイパーを速くしても
見づらい

高速走行時、タイヤと
路面の間に水膜が生じ
ブレーキが効かなくなる
（ハイドロプレーニング現象）

災害発生
状況

この程度の雨でも
長く続く時は注意
が必要です。

側溝や下水、小さ
な川があふれ、
小規模のがけ崩れ
が始まります。

山崩れ・がけ崩れが起き
やすくなり危険地帯では
避難の準備が必要。
都市では下水管から雨水
があふれます。

都市部では地下室や地下
街に雨水が流れ込む場合
がある。マンホールから
水が噴出する。土石流が
起こりやすい。多くの災
害が発生します。

雨による大規模な
災害の発生するおそ
れが強く、厳重な
警戒が必要です。

傘をさしていてもぬれる 傘は全く役に立たなくなる

寝ている人の半数くらいが雨に気がつく

地面一面に水たまりができる 水しぶきであたり一面が白っぽくなり、
視界が悪くなる

車の運転は危険

大雨のときは危険なので、早めに退避しましょう。
◇地下室

　鉄道の下など路面が低くなっているところ
は、水のたまる恐れがあるので、車で入らない
ようにしましょう。浸水・冠水の
危険を感じたら、速や
かに車を高台に移動
させましょう。

◇アンダーパス

◇川
　急に空が暗くなり、雷が聞こえ始めたら、急激
に増水する恐れがあるので、川に近付かないよう
にしましょう。

④地下では地上の様子が
わからない。

③流れ込む水圧で、ドアが
開きにくくなる。

②浸水すると電灯が消え、
エレベーターも使えなくなる。

①地上が冠水すると、一気に
地下の方へ水が流れ込む。
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　災害に対する予防・応急対応、復旧・復興には、市民の皆様と行政機関等がそれぞれ役割を
果たし、協力・連携して対策に当たることが大切です。特に被害を最小限に抑えるためには
「自助・共助・公助」の効果的な組み合わせが重要です。

「自分の身は自分で守る」
飲料水､食料等の備蓄､防災知識､技術の修得､危険回避
のための自主避難など、普段からの災害に対する準備。

「互いに助け合い、被害を減らす」
自主防災組織の結成、活動の促進、訓練への参加、
相互協力体制の推進。

行政機関等 (市、府、国、消防、警察、自衛隊など）
の活動。各機関とも災害の発生からできるだけ早
く応急対策活動にあたれるよう備えています。

◆共助

◆公助

◆自助

協力体制
の構築

自助

共助 公助

自分で
守る

みんなで
守る

行政機関等
が守る

自助･共助･公助の連携が必要です

地域住民が連携し自主的に防災活動を行う組織のことをいいます。

①防災知識の普及啓発
②防災訓練や地域の防災安全点検の実施
③防災資機材の備蓄

◆平常時の活動

①地域住民への避難の呼びかけ・誘導　②負傷者の救出・救護
③初期消火活動　　　　　　　　　　   ④避難所の運営

◆災害時の活動

◆自主防災組織とは

　特に大地震のような大規模な災害時は、交通網の寸断、通信手段の混乱、同時多発の火災など
で、消防や警察なども、同時にすべての現場に向かうことはできません。そのような事態に備え、地域
住民が連携して地域の被害を最小限に抑えることが自主防災組織の役割です。
あなたとあなたの町を守るために自主防災活動へ積極的に参加し、「災害に強いまち守口市」を作り
上げましょう。

　「防災士」は、日本防災士機構が「自助」「共助」「協働」を原則として、社会の様々な場で防災力を
高める活動が期待され、そのための十分な意識と一定の知識・技能を修得した方に与える資格
で多くの地域で活躍されています。

自主防災

備え備え備え
自助・共助・公助

「防災士」の資格をご存知ですか？

自主防災組織の協力

竜巻・落雷から身を守るために！

避難のポイント

風水害風水害風水害

◆“発達した積乱雲”に注意！
 竜巻・落雷とも台風・寒冷
前線・低気圧などにより
“発達した積乱雲”に伴って
発生します。

　・真っ黒い雲が近づき、周囲が
    急に暗くなる
　・雷の音が聞こえてくる
　・急に冷たい風が吹いてくる
　・大粒の雨やひょうが降りだす

　近年、竜巻や落雷といった災害が増加傾向です。発生する要因を知り、すみやかに避難できる
ようにしましょう。

　雷は積乱雲の位置次第で、海面、平
野、山岳など場所を選ばず落ちます。
また周囲より高いほど落ちやすいとい
う特徴があります。

◇落雷

・雷鳴が聞こえたら、すぐに建物の中や自
動車の中に避難する。
・避難する建物がない場合は、電柱や木か
ら４ｍ以上離れて、身を低くする。

＜避難のポイント＞

日本では、平均して年に51個程度(２００
７～2024年、海上竜巻を除く)の発生が
確認されています。一度発生すると家屋
の倒壊や車両の転倒、飛来物の衝突な
どにより短時間で大きな
人的・物的被害をもたらす
ことがあります。

◇竜巻

・近くの頑丈な建物に避難する。
・飛散物から身を守れるような物陰に身を隠
し、頭を抱えてうずくまる。
・窓や扉、部屋の隅や外壁から離れ、頑丈な
机の下に入り、両腕で頭と首を守る。

＜避難のポイント＞
兆候

安全

　足元が見えないことが
多いので、よく通っている
道でも道路の真ん中を
慎重に歩く。

　長靴は水が入って歩き
にくく危険。裸足も禁物。
運動靴をはく。

　道路冠水時は、側溝、水
路、マンホール（ふたが外れ
ている可能性がある）、坂道
（水深が浅くても水の
流れが速い）、ため
池などが危険。

　橋を渡らないようにする。

　田んぼや畑の見回りは
避ける。

　先導の人は窪みや溝を
確かめるため、長い棒を杖
にしながら
歩く。

　流水や冠水の中で歩ける
水深は、膝ぐらい（男性７０
㎝、女性５０㎝程度）までが
目安になる。それ以上なら
無理をせず、高い
所で救助を待つ。

　非常持出品は必要最低
限にとどめ、背負って、両
手は自由に
動かせるよう
にする。

　いざという時、居場所を
知らせるために、笛（ホイッ
スル）を
持っておく。

　２人以上で避難する。
家族はロープでつながって
避難する。

　増水したら、子どもは浮
き袋に乗せ、乳幼児は
ベビーバスを
船のように
使う。

　自動車はもちろん自転車
での避難も危険なので、
必ず歩いて
避難する。

　避難前に、ガスの元栓
やブレーカーを切り、火の
始末や戸締り
をする。

　垂れ下がった電線には
触らない。

　隣近所に声をかけて助け
合いを大切にする。
　病人や歩行困難な人に
対しては特に
配慮が必要。

　外出が危険なときは、
家の２階などの少しでも
安全な場所に
移動する。
（垂直避難）

備
　
え

風
水
害




